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《今後価格動向要注意商品》

 食品 ヤングコーン →

 食品 麻竹類 →

 食品 中国マッシュルーム ↑

 食品 ツナ ↑

 食品 メンマ ↑

 食品 食用ごま 原料価格の高騰により値上げ傾向。 ↑

 食品 海苔 国産、韓国ともに過去最高額にて入札終了。値上げ必至。 ↑

 食品 昆布 ↑

 食品 わかめ ↑

 食品 ナッツ類 ↑

 食品 ドライフルーツ ↑

 食品 紀州梅 ↑

 食品 梅干製品（国産） ↑

 食品 惣菜類 ↑

 食品 味噌 ↑

 食品 胡麻油 ↑

 食品 ラード →

 食品 ジュース ↑

 食品 パインアップル ↑

 冷食 国産農産品 ↑

 冷食 輸入農産品 ↑

 冷食 輸入牛肉 →

 冷食 輸入豚肉 →

 冷食 輸入鶏肉 ↑

 冷食 EU輸入品 為替円安の影響、航路変更による運賃上昇により価格改定となる。 ↑

 冷食 輸入フルーツ品 ↑

酒類 全般（飲用・酒類調味料） ↑

NF ラップ ↑

タイ産は比較的供給安定も、現地工場により不安定要素あり。

人手不足・廃業・栽培面積減少により3～5割減産。
品薄感・コスト上昇により値上げあり。

漁獲供給安定し始めている。為替により価格出しづらい印象。

ブラジルでニューカッスル病が発生も大きな影響は無し。ただし、ＢＲＦからの8月出船オファーが偏ってお
り、

為替円安、原料産地でのコスト上昇により価格改定となる。
また、一部商品において数量制限・代替対応となる。

カシューナッツ西アフリカ原料が、干ばつなどの影響で原料の確保難しく高騰。

レーズンの原料価格高騰(トルコ異常気象で生産量減。
カリフォルニアについても昨年までの安値で生産量を落としたため減産。)

原料価格の高騰により値上げ傾向。

原料相場は下げ傾向（物流費高騰などの理由で価格は変わらず。）

原料アルコール・糖類、原料米の値上がりを要因とする値上げ。

原油高・円安による原料価格の高止まりに加え、
包装資材・物流費やエネルギーコストの高騰による値上げ。

区分 商 品 相 場 動 向 相場状況

ストリップ、スライスは相場感注意。
潤沢だが、為替影響が大きい。

カラーは安値玉が出ることもあるが一時的なもの。
ベリーは高値維持。

コスト高騰により各社値上げ傾向。

国産（三陸産）わかめは、1月2月の時化で流されて大減産により価格高騰。
中国産についても、為替の影響で強含み。

急激に高騰し過ぎたこともあり、チルフロの原料が国内であぶれ弱含み。
ただし外貨は依然高く一過性の見込み。

北海道道東地区の収穫量が平均で例年の約80％、日高20％減。
釧路根室については40％減の状況。道南真昆布については例年並み。

新物は凶作であり、昨年収穫量の30％。
価格高騰傾向で、新規出荷制限あり。

蓮根・ぜんまい・山菜使用惣菜類は、原材料価格が高騰。

梅干し全般に今期新物は不作傾向。

今年になって大手味噌メーカー価格改定。
『大豆』先物取引相場次第で更に高騰可能性あり。

エルニーニョ現象によりタイ産パインアップル生産量は大幅減産。
価格は高騰。

為替の影響等で原材料高騰。みかん・りんご収穫の減少影響あり。
飲料メーカー10月改定。

ホクレン北海道産ポテトは原料歩留まり悪化。
減産により商品供給量が減少し、割り当て販売へ。

為替円安進行により、全般的に価格改定となる。
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